






















目的 

 胎児は母体にとって一種の同種移植片であるにもかかわらず,その多くは拒絶されるこ

となく維持される。一方同時期に流産を繰り返す反復流産も存在し,その多くは原因不明で

ある。このような原因不明反復流産の中に母児間の免疫学的原因によると思われる反復流

産の存在が近年問題となり,免疫学的治療が行われるようになってきた。 

しかし免疫学的妊娠維持機構が完全に解明されていない現在,その病的破綻現象としての

反復流産の免疫学的背景も確立されていない。そこで,反復流産における免疫学的原因解明

とそれに対する有効的な免疫療法の確立,並びにその安全性について検討することを目的

とし,4 つの施設において協力し検討することとした。 


